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企業再生のノウハウと 
リスク管理で 
前向きの貸出へ 

企業再生のノウハウと 
リスク管理で 
前向きの貸出へ 

５年前、マツダの工場閉鎖によって地域の主要
産業である自動車関連業界が再編の苦境にあっ
たとき、広島銀行は企業支援と再生に積極果敢
に取り組み成果をあげた。それは「広銀モデル」
として他の地銀の参考にされた。いま、そのノウ

ハウとリスク管理能力を生かして投資銀行業務
の展開とスモールビジネス層の拡大に向かう。
他方、福岡銀行とのシステム共同化によるＢＰ
Ｒが大きな威力を発揮し、課題となっているリ
テール業務の強化に乗り出している。 

�橋　正 頭取に聞く�

設
備
増
強
の
資
金
需
要
は

こ
れ
か
ら

―
―
こ
の
と
こ
ろ
銀
行
貸
出
の
回
復

が
注
目
さ
れ
て
い
る
が
、
収
益
面
か

ら
み
る
と
ボ
リ
ュ
ー
ム
は
上
が
っ
て

も
貸
出
金
利
の
低
下
が
続
い
て
い

て
、
資
金
収
益
は
む
し
ろ
漸
減
し
て

い
る
と
い
う
傾
向
に
あ
る
が

ま
っ
た
く
そ
の
と
お
り
だ
。
貸
金

の
残
高
と
金
利
の
関
係
で
考
え
る
と

既
存
の
金
利
の
高
い
貸
出
が
!
落
す

る
な
か
で
、
金
利
の
低
い
貸
出
を
実

行
す
れ
ば
残
高
は
増
え
る
が
、
貸
出

全
体
の
利
回
り
は
下
が
っ
て
く
る
。

た
と
え
ば
東
京
マ
ー
ケ
ッ
ト
で
ス

プ
レ
ッ
ド
二
〇
ベ
ー
シ
ス
と
い
っ
た

シ
ン
ジ
ケ
ー
ト
ロ
ー
ン
に
参
加
す
れ

ば
残
高
が
増
え
る
。
し
か
し
逆
に
貸

出
全
体
の
利
回
り
は
下
が
る
。
も
ち

ろ
ん
そ
の
よ
う
な
市
場
性
貸
出
も
一

定
の
割
合
は
必
要
だ
と
思
う
が
、
地

域
金
融
機
関
の
本
来
の
貸
出
を
増
や

す
こ
と
に
は
な
ら
な
い
。
や
は
り
個

人
ロ
ー
ン
で
あ
る
と
か
、
地
元
に
根

付
い
た
事
業
性
貸
出
を
も
っ
と
増
や

し
て
い
く
こ
と
が
重
要
だ
。

し
か
し
な
が
ら
、
わ
れ
わ
れ
の
地

元
に
お
い
て
は
、
ま
だ
本
格
的
な
資

金
需
要
が
出
る
と
い
う
と
こ
ろ
に
は

至
っ
て
い
な
い
と
い
う
の
が
現
状
で

あ
る
と
考
え
て
い
る
。

確
か
に
足
も
と
の
景
況
は
好
転
し

て
い
る
が
、
経
営
者
の
方
々
は
、
バ

ブ
ル
崩
壊
の
記
憶
も
あ
り
、
非
常
に

慎
重
な
マ
イ
ン
ド
に
な
っ
て
お
ら
れ

金
利
の
低
い
貸
出
で
残
高
を
あ
げ
る
の
で
は
な
く
、
個
人
ロ
ー
ン
や
地
元

に
根
付
い
た
事
業
性
貸
出
を
増
や
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
だ
。
そ
れ
に

は
、
銀
行
と
し
て
計
画
性
の
あ
る
統
合
的
な
リ
ス
ク
管
理
と
、
企
業
の
ビ

ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
を
経
営
者
と
一
緒
に
つ
く
っ
て
い
く
と
い
う
こ
と
が
前
提

に
な
る
。
企
業
規
模
に
か
か
わ
ら
ず
、
経
営
者
は
事
業
承
継
や
リ
ス
ク
ヘ

ッ
ジ
な
ど
の
課
題
を
も
っ
て
い
る
。
そ
れ
を
一
緒
に
考
え
、
解
決
し
て
い

く
こ
と
が
投
資
銀
行
業
務
だ
と
思
う
。

12金融財政事情２００６．３．６



…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

…………………………………………………………………………………………………………

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

…………………………………………………………………………………………………………

る
。
代
理
店
契
約
を
し
て
い
る
信
託

銀
行
（
三
菱
Ｕ
Ｆ
Ｊ
信
託
、
住
友
信

託
）
へ
の
遺
言
信
託
・
遺
産
整
理
の

仲
介
は
す
で
に
五
〇
件
に
達
し
た
。

営
業
店
の
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
バ
ン
カ

ー
は
、
資
産
運
用
業
務
だ
け
で
は
な

く
、
事
業
承
継
や
不
動
産
有
効
活
用

の
ニ
ー
ズ
を
引
き
出
す
こ
と
も
重
要

地
銀
セ
ク
タ
ー
の
〇
五
年
九
月
期

決
算
か
ら
、
縦
軸
に
不
良
債
権
残
高

比
率
、
横
軸
に
コ
ア
業
務
純
益
Ｒ
Ｏ

Ａ
（
本
業
の
収
益
性
）
を
お
き
、
そ

の
座
標
上
を
マ
ト
リ
ッ
ク
ス
で
区
切

る
。
こ
れ
に
よ
り
、
各
地
銀
の
特
徴

を
四
つ
の
範
疇
で
と
ら
え
る
こ
と
が

で
き
る
。

右
下
に
分
布
す
る
の
が
「
都
市
型

地
銀
」。
都
市
部
に
拠
点
を
お
く
地

銀
で
あ
り
、
か
つ
て
は
大
口
不
良
債

権
の
負
担
が
重
く
の
し
か
か
っ
た
が

そ
の
処
理
を
終
え
た
あ
と
、
不
良
債

権
残
高
比
率
は
着
実
に
低
下
し
た
。

経
営
環
境
か
ら
す
れ
ば
恵
ま
れ
た
マ

ー
ケ
ッ
ト
の
た
め
、
住
宅
ロ
ー
ン
や

投
信
の
販
売
に
も
弾
み
が
つ
き
、
本

業
収
益
性
は
持
続
的
に
上
昇
し
て
い

る
。
代
表
的
な
銀
行
は
横
浜
銀
行
。

左
下
は
「
攻
め
に
転
じ
た
地

銀
」。
以
前
の
金
融
危
機
時
に
も
自

己
資
本
は
毀
損
せ
ず
、
こ
の
二
、
三

年
の
間
、
オ
フ
バ
ラ
ン
ス
化
を
積
極

的
に
進
め
た
こ
と
で
、
不
良
債
権
残

高
比
率
を
か
な
り
低
く
抑
え
る
こ
と

が
で
き
た
。
本
来
、
資
本
に
余
力
が

あ
る
の
で
、
攻
め
の
姿
勢
に
転
じ
て

貸
出
を
増
や
そ
う
と
し
て
い
る
。
代

表
的
な
銀
行
は
京
都
銀
行
。

左
上
は
「
コ
ン
サ
バ
テ
ィ
ブ
な
地

銀
」。
従
来
、
財
務
健
全
性
の
高
さ

を
誇
っ
て
い
た
が
、
公
共
事
業
の
縮

小
な
ど
に
よ
り
地
域
経
済
が
疲
弊
し

て
い
く
な
か
で
、
新
た
に
発
生
し
た

不
良
債
権
の
処
理
に
は
消
極
的
で
あ

っ
た
。
他
の
地
銀
が
不
良
債
権
処
理

を
加
速
す
る
な
か
、
相
対
的
に
み
れ

ば
不
良
債
権
残
高
比
率
は
む
し
ろ
見

劣
り
す
る
レ
ベ
ル
に
な
っ
た
。
本
業

収
益
性
の
改
善
も
み
ら
れ
ず
、
や
や

取
り
残
さ
れ
た
感
が
あ
る
。

右
上
は
「
不
良
債
権
処
理
の
課
題

が
残
る
地
銀
」。
本
業
収
益
性
は
高

い
が
、
い
ま
だ
不
良
債
権
残
高
比
率

が
高
い
。
こ
れ
は
、
も
と
も
と
自
己

資
本
水
準
が
見
劣
り
し
、
大
き
な
損

失
を
伴
う
不
良
債
権
処
理
を
断
行
で

き
な
か
っ
た
こ
と
が
背
景
に
あ
る
。

今
後
も
、
一
気
呵
成
な
不
良
債
権
処

理
は
期
待
で
き
ず
、
毎
期
の
利
益
の

範
囲
内
で
の
処
理
と
い
う
か
た
ち
に

な
っ
て
く
る
。
典
型
的
に
は
公
的
資

金
注
入
行
が
あ
て
は
ま
る
。

県
内
総
生
産
が
全
国
一
二
位
で
あ

り
、
産
業
が
集
積
し
て
い
る
広
島
県

経
済
は
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
が
高
い
だ
け

に
、
本
来
、
広
島
銀
行
は
「
都
市
型

地
銀
」
の
範
疇
に
入
る
と
い
え
る
。

し
か
し
、
前
述
の
代
表
的
な
銀
行
と

比
べ
て
、
不
良
債
権
処
理
の
遅
れ
が

指
摘
さ
れ
る
。
こ
れ
は
、
資
本
レ
ベ

ル
の
見
劣
り
が
一
因
に
あ
げ
ら
れ

る
。
不
良
債
権
処
理
に
消
極
的
で
あ

っ
た
タ
イ
プ
で
は
け
っ
し
て
な
く
、

い
ち
早
く
自
前
で
企
業
再
生
の
推
進

体
制
を
整
備
し
て
き
た
こ
と
は
評
価

で
き
る
の
だ
が
、
思
い
切
っ
た
不
良

債
権
の
オ
フ
バ
ラ
ン
ス
化
を
推
し
進

め
る
に
は
資
本
が
制
約
に
な
っ
て
い

た
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
。

広
島
県
は
中
国
地
方
一
の
魅
力
的

な
マ
ー
ケ
ッ
ト
で
あ
る
が
ゆ
え
に
、

隣
接
す
る
他
県
地
銀
の
攻
勢
に
さ
ら

さ
れ
る
。
隣
接
す
る
地
銀
が
い
ず
れ

も
資
本
の
充
実
度
が
高
い

〇
五

年
九
月
末
のT

ier!

比
率
で
比
較
す

る
と
、
広
島
が
五
・
五
五
％
で
あ
る

の
に
対
し
、
山
口
九
・
二
二
％
、
中

国
一
〇
・
六
九
％
、
山
陰
合
同
一
二

・
三
二
％
、
伊
予
七
・
八
八
％

だ
け
に
、
貸
出
競
争
の
激
化
に
い
か

に
備
え
る
の
か
。
ま
た
、
広
島
銀
行

は
、
山
口
・
も
み
じ
の
経
営
統
合
に

よ
り
、
こ
れ
ま
で
同
行
か
ら
す
れ
ば

低
格
付
層
に
位
置
す
る
も
み
じ
の
顧

客
層
の
取
込
み
も
図
っ
て
い
く
よ
う

で
あ
る
が
、
そ
の
よ
う
な
リ
ス
ク
テ

イ
ク
の
方
針
に
も
、
自
己
資
本
レ
ベ

ル
の
増
強
が
切
実
な
課
題
と
な
ろ

う
。

（
談
）

ア
ナ
リ
ス
ト
の
眼

自
己
資
本
水
準
の
増
強
に
課
題

大
和
総
研

企
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